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（1）　　　　　　　The　rec。，d。f　what　i。j。，i。，　y。u　did。，，

　Actiumの戦いに敗れてから後にAntonyはAlex・　　　　　　Though　writtan　in　our　flesh，　we　shall　remember

enclriaの戦いで一一度は1勝利をおさめたけれども，その　　　　　As　things　but　done　by　chance・

翌Nの戦いでエジプト側の艦隊が戦わずしてロー一マ方の　　　Cleo，　　　　　　　　　　　　Sole　sir　o’the　world，

艦隊に寝返りをうつてしまつたので，Antonyはついに　　　　　　I　cannot　project　mine　own　cause　so　well　120

自殺をとげ，Cledpatraは霊廟にとじ寵つていたが，玄も　　　　　　To　make　it　clear，　but　do　confess工have

なく其処で捕えられる。やがてOctavius　Caesarがそ　　　　　　Been　laden　with　Iike　frailties，　which　before

の霊廟にきて女ヨ三にあう。女王は全財宝の目録をCaesar　　　　　Have　gften　sham’d　our　sex，

に手渡し，その目録に偽りのないことをそこに屠合せた　　　CaeS．　　　　　　　　　　　　Cleopatra，　know，

家来の財務官であるSeleucusに証言をさせようとす　　　　　We　will　extenuate　rather　than　enforce：

る。ところがSeleucusは臣下でありながら，女王を襲　　　　　　工f　you　app工y　yourself　to　our　illtents，　　125

切つて，正直者らしくみせかけるために，その口録に載　　　　　Which　towards　you　are　most　gentle，　yQu

せていない幾多の財宝が隠されていると女三Eの不正を暴　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　shall　find

露し，女三Eが大いに怒る．場面が　Shakespeareの劇　　　　　Abenefit　in　this　change，　but　if　you　seek

Anton夕and　Cleopatra　lこあるQこれがthe　Seleucus　　　　　To　lay　on　me　a　cruelty，　by　taking

sceneであって，第五幕第二場140－・175行である。その　　　　　Antony’s　course，　you　shall　bereave　yourself

場面をその前後と共に示すと、　　　　　　　　　　　　　　　　Of　my　good　purposes，　and　put　your　children

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130

〔Flourish　ancl　Shout　within・両‘Make　way　there：　　　　　　　To　that　destruction　which　I・11guard　them　from，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Caesar！”　　　　　　　If　thereon　you　rely．1，11　take　my　leave．

　Enter　Proculeius，　Caesar・Gallus・Maecenas・and　　　Cleo，　And　may　through　aU　the　wo；’ld：’tis　yours

　　　　　　　　　　　　　others　of　his　Train・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　we

Caes・Which　is　the　Queen　of　Egypt　？　　　　　　　　　　Your　scutcheons，　and　your　signs　of　conquest

1）ol．　It　is　the　emperor，　madam・〔Cleopatra　kneels・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　shall

Caes・　Arise・you　shall　not　kneel：　　　　　　　　　　　　　　　Hang　in　what　place　you　please。　Here，　my

　　　　　Ipray　you，　rise，　rise，　Egypt．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　good王ord．

α60・　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sir・the　gods　　　　Caes．　You　shall　advise　lne　in　all　for　Cleopatra．135

　　　　　Will　have　it　thus・my　master　and　my　lord　115　　Cleo．〔handing　a　paper，〕This　is　the　brief：of

　　　　　Imust　obey・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　money，　plate，　and　jewels，

C・・s・ @　Take　t°y°u　11°ha「d　th°ughts；　　1、m　p。，，ess，d。f－，i，，xactly。。1。。d，

＊信州大学繊維学部英語掃院室　　　　　　　　　　　　　　Not　petty　things　admitted．　Where’s　Seleucus　？
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　　　　　　　　　　　　　　Enter　Seleucus、　　　　　　　　　　　　　With　one　that　I　have　bred？The　gods！it

Sel．　Here，　madam．　　　　　　　　　　　　　　140　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　smites　me　170

αεo．　This　is　my　treasurer，　let　hirn　speak，　my　lord，　　　　　　Beneath　the　fall　I　have，〔To　Seleucus〕Prithee

　　　　　Upon　his　peril，　that　I　have　reserv’d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　go　hence，

　　　　　To　myself　nothing，　Speak　the　truth，　Seleucus，　　　　　　Or　I　shall　sllow　the　cinders　of　my　spirits

Se1．　Madam，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Through　the　ashes　of　my　chance：wert　thou

　　　　　Ihad　rather　seal　my　lips，　than　to　my　peril　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　man，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　145　　　　　　　　Thou　wouldst　have　mercy◎n　me．

　　　　　Speak　that　which　is　not．　　　　　　　　　　　　　　　Caes・　　　　　　　　　　　　　　　　Forbear・Seleucus・

αθo．　．　　　　　　What　have　I　kept　back？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔Extz’t　Seleucus，

Sel。　Enough　to　purchase　what　you　have　maCle　　　　　αθo．　Be　it　known，　that　we，　the　greatest，　are

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　known。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　misthougllt

Cses．　Nay，　blush　not，　Cleopatra，　I　approve　　　　　　　　　　For　things　that　others　d◎；and　whe肛we　fal1，

　　　　　Your　wisdom．in　the　deed．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　176

α60，　　　．．　　　　　See，　Caesar！ObehQld，　　　　　We　answer　other’s　merits　in　our　name，

　　　　　How　pomp　is　follow’d！mine　will　now　be　　　　　　　　　Are　therefore．to　be　pitied．

　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yours，　150　　　　　Caes。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cleopatra，

　　　　　And　shou！d　we　shift　estates，　yours　would　be　　　　　　Not　what　yott　have　reserv’d，　nor　what　acknow－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m｛ne．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iedg’d，

　　　　　The　ingratitude◎f　this　Seleucus　does　　　　　　　　　　　Put　we　i’the　roll　of　conquest：still　be’t

　　　　　Even　make　me　wild，　O　slave，　of　no　more　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yours・180

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　trust　　　　　　Bestow　it　at　your　pleasure，　and　belleve

　　　　　Than　love　that’s　hir’d～　What，　goes　thou　back？　　　　　Caesar’s　no　merchant，　to　make　prize　with　you

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　thou　shalt　　　　　　Of　things　that　rnerchants　sold，　Therefore　be

　　　　　Go　back，　I　warrant　thee：but　I’11　catch・thine　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　cheer’d，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eyes　155　　　　　Make　not　your　thoughts　your　prisons：no，

　　　　　Though　they　had　wing．　Slave，　soulless　villain，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dear　queen，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dog！　　　　　　For　we　intend　so　to　dispose　y◎u，　as　　　185

　　　　　0，arely・base！　　　　　　　　　Y・u・self　sh・11　gi・・us　c…se1・fg・d・nd・1eep：

Caes．　　G。。d　queen，1。t。、　e・treat　y・・。　　0・・c・r…d．　pity　is　s・much　up°n　y°u・

α、。．OC。，，ar，　wh、t。w。u。di。g，h。m，　i、　thi・，　　Th・t　w・－i・y…f「iend・and　s°adieu・

　　　　　Th。t　th。u　v。u、h，、fi。g　here　t。　vi，it　m，，　　α…My　m・・ter・・nd　my　l°・d！

　　　　　D。i。g　th，　h。。。。，。f　thy　l・rdli・ess　・6・　C・・s・．　　　　N°t　s°：adieu・

　　　　　T。。。，、。meek，　th、t　mi。，。wn　serv。。t、h。uld　　　（Fl…ri・h・　E・…nt　Caesar　and　his　Train・

　　　　　　P、，cel　th。　sum。f　my　di，g，aces，　by　　α…H・w・・d・m・・gi・1・・h・w。「ds　me・that　l

　　　　　　Additi。n。f　hi，　e。vy．　S。y，9。。d　Caesar，　　　　　　　　　shQuld　n°t　190

　　　　　Th、t　l，。m，1。dy．t，ifl，，　h。v，・rese，。・d，　　　B・・。bl・t・myself・But　ha「1“　thee　Charmian・

　　　　　　Imm。m，。t　t。y、，、hi。g，。f、u，h　dig。ity・65　　　　　　〔職・カ・・s伽漁

　　　　　　A，w。　greet　m。dern　f・i・nd・with・1，・・d・ay　　　　　　　　〔V・ii・11°　191〕

　　　　　Some　nobler　token　I　have　lcept　apart　　　　　　の通りであるが，顧々間題を含み，従来様々な解釈が下

　　　　　For　Livia　and　Octavia，　to　induce　　　　　　　　されている場面である。それで近頃余りにもこの場而に

　　　　　　Their　InediatiQn，　must　I　be　unfolded　　　　　　拘泥するのを難じて，この場1．面の背後にある木当の意味
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を究明しようとして穿灘するのは恰も油絵に描かれた樹　　に攻め入り，Ptolemy　XIIIにPQmPeyを殺させ（48

木の本体を知ろうとして画面を針で穿じり，ついにカン　　　B．　C．　．），ヨ三権を回復して以前の様にPtolemy　XIIIと瓜

パスの布地を出してしまう様なもので，そんなことをし　　　ジプトを共有した。やがてCleopatraはCaesarに；熊

ている問に，この場而が心に映し出す幻像をこわしてし　　　をおこさせ，Ptolemy　XIIIをやぶり，ヨ三をナイ’レ河に

まうことになると云う学者さえある（Clifford　Q．　Ly・　　溺死させた。　Cleopatraは璽に別の・flであ若，　Ptolemy

ons：Shakespeare　Quarterly　VoL　IX・No・3・P・289）　　　XIV（59－44　B．　C，）と47　B．　C，に結婚し，　この幼少

程である・しかしながらこの土楓の㈱q・・姉f｝こ・k・・1て　麟と共岡で・・ジプト敏ll己した。44・B．　C．に1説酬｝

はこの劇全体の意義や価1直も異つてくるし・Cleopatra　　　のPtolemy　XIVを憾殺して独裁マ・ヤ電となつた。この

の性　各についても全く間1駐つた誤解をしてし勧ことに　CI・。P・t・・VIIという一f）tL”－ff’一”は淵乏ア・キサソグ．一火三肋

もなる。したがつてこの場面を正しく解釈してこそ始め　　　部将の…人であつたPtolemyのlfiLをひくギリシヤ人で

てこの劇を正しく理解することができ，窪た鑑賞もでき　　　あく）て，エジプト人種の」血正が一淋iも加わつていない純粋

るのである・　　　　　　　　　　なマケドニア人であった。系鮒の美人とは決して云い．llie．

　　　　　　　　　　　（・）　　　1繍畿謄繋；繍醗く　，耀

　Seleucus　sceneをヱEしく毘Ul解するには，　Cleopatraの　　　配者であり・り3勝りの大胆さを持ち，極めて活溌な大政

人物を先ず正当に解さなければならない。それには署々　　　治家であつた。肉己を太陽紳Reの娘と儒じ，アレキサ

の観察の焦点を何処に合わせて考察すべきかが問題にな　　　ンダー大王にも劣らない大野心寂であり，世界征服の火

つてくる。というのは焦点の合せ方によつてCleopatra　　　野盟を懐いていた。女憐として男性を本心から愛するこ

の人物なり性格なりが随分異つたものとして暦々の脳懲　　　とは決してせず，如何なる英雄も彼女の野心遮成の一乎

に映じてくるからである。従来Cleopatraの人物を眺　　　段として愛したに泄ぎなかつた。先ずJUIius　Caesarの

め，したがつてSeleucus　sceneを解釈するにあたって　　　情婦となり，　Caesarionを燦み，　Ptolemy　XVとして王

観察の焦点を合せてきたものを大別するならば，史実上　　　位に即け，やがてローマ帝国をも支配しようと考えた。

の人物としてのCleopatra，　PlutarchのLivesのうち　　　Caesarがロ・”・・－tに帰つた時…には権勢を一鱒得ようと彼

に表現されている人物としてのCleopatra，および　　に随行してローマに行き，情婦として公然と彼と同棲し

Shakespeareのこの劇その物の中に幽現する王者とし　　　た。　Caesarが帝三Eになることに曙殺によつて失敗し，

てのCleopatraに享大別することができると思う。　　　　CleopatraがPt・一マ人達に人気のないことを知ると直ち

　史実上の人物としてのCleopatraはどのような人物　　　にエジプトに帰つた。やがてPhilipPiの戦いでCaesar

であつたのであろうか。The　Oxford　Classical　Diction・　　の暗殺潜のBrutusやCassiusの軍がAntonyとOcta－

ary，　Chambers’s　Biographical　Dictionary，および　　vius　との軍に破られ，　Antonyが権力者となると，

Encyclopaedia　Britannicaを参考にして考察してみる。　　　Cleopatraはまたもや41B．　C．に彼の情婦となつた。そ

　Cleopatraという雷葉はエジプトのPtolemy王朝の　　　して彼が40B・C．に牌一マに帰国する玄でAlexandria

汝王に対する一般的な名称である。この劇で扱っている　　　に同棲し，すつかり彼を彼女の恋の虜としてしまつた。

汝王はPtQlemy　XIIであるAulets三Eの第二王女であ　　　Antonyは帰国中にOctavius　Caesarの姉のOctavia

つて，69B・C・に生れたClebpatra　V工1のことである。　　　と結婚したが，　Octaviusと共1司でローマ帝国を支配す

彼女の弟であるPtolemy　XIII（63－－47　B．　C．）と51　　　ることの不可能であるとの理由のもとに，再びエジプト

B・C・に17才で結婚してCleopatra　VIIとなつた。夫　　　に戻り，　Cleopatraとついに結婚した。　Antony　と

のPtolemy　XIIIと共同で＝ジプトを統治した。その後　　　Cleopatraとの間にはAlexanderおよびPtolemyとい

鵬なくPt・1・my　XIIIに追放されてSy・i・にのがれ，　う息子二人とC1・・P・・raと1、・う娘一人とが産れた．　V、

其処で兵を挙げて失つた王権を國復しようとしていた。　　　まやCleopatraの勢力はAntonyの勢力を凌ぐ程強大

丁度その時にロ・一一　一？からJulius　CaesarがPompeyを　　　であつた。しかし彼女はAntonyには彼が死ぬまで可

追つて，エジプトを9t旨して兵を率いてきた・CI・。pa一　なe＃”tr実であつた。　Cl・Qp・t・・はA・t・・躍かり立てて

traは直ちにCaesarの情婦となり，連合してエジプト　　Octavius　Caesarと戦わせ，μ＿マ人に対するマケド＝
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ア入の恨みをi1冑らすと同時にローマ人をもつてローマ窟　　　もそういつた史実的な考えが無意茜鵡的に先入観となつて

征服しようと企てた。AntonyがArmeniaの征｝】艮から　　　いて，それに依つて劇としてこの場而を解釈している学

凱旋した際にCleopatraはIsisの神の扮装をして現わ　　　者が多い。　Harley　Granville－Barker（Prefaces：Sec・

れ，Antonyは彼一女を諸三Eを支配する東方の女三Eと公表　　　ond　Series，・PP．157－158やA．　C．　Braclley（Oxford

したn　こ0）ことはAntony肖らはローマ帝国の皇帝で　　　Lectnves　on　Poetrツ：P・301）の様取有名なShakespeare

あり，Cleopatraはローマ号脊国の女帝であるとの意味で　　　学瀞も1大休において1）if述の解釈o薄餐に陥つていると云う

あつた。同時…にまたローマ帝国征月艮後欧州およびアジア　　　ことができよう。

に君臨しようとするCleopatraの野望実現の一1敏台めと

の意昧でもあつた。Actiumの戦いでAntonyの率える　　　　　　　　　　　　　（3）

「＃　r一マ軍がOctavi”s　Caesa「の職戦うの姫んだの　次にP1。tarchのLivesの，1織わさオ、ているC1，。、

で・A”t°ny獣敗し，　Cle°pat「aの腱はつV’に夢と　・…a・F鮪を無て映つた1象からS1・ake串pea・eの劇

消え去つた・rT＝ジプトはC［・6P・t・aのため蹴うこと　のS・1…us　sce・・を欄するもa・についてであるが，

を軋1・Llたが，妊は鰍な犠牲を払弛ととしてそれ　Shalcesp・a・eはこの劇をPi・tarchのN。，th訳に楢

をこぱみ，O・taviu・に肉分の趨・子が代つてエジプトの　鹸に従つてfAlj作しているので，この解釈に聞〔梱一べ

王位にNIIくこと繍容するようにと鯉した・ところが　き所のあるの1脳然である．しかしながら肌嫡準釈を

Octaviusは如何にもCleopatraの要塑を容れるが如く　　下すにはShakespeareの作llll其物によるのがi区しいの

あしらい，騙して女ヨEの身柄とその財産とを確爽に手中　　　であつて，PlutarchのLivesより得た解釈をこの劇の

に収めてしまつた・’Cle。pat・aは゜V’に0・t・vi・・Cae・　角鰍に当て嵌めるの瞬働　勺なものを本物と見1故すこと

sa「を意の如くすることができず，幻滅を痛く感じさせ　　になり，本末顛倒ということになる。璽にShakespeare

られ，また鰍の機餓も与えられたので，R・卿ゆ　はPiut・・ch（・．　A．　Dl　46－・fter　120）と｝塒代が異り，

イ賭たる・・pに身を鷹して，30B・C・に父である子・ll　敷も異つてV・るので，　PI・t・rchの眺励を剛」的に

のReの許へとこの1腱玄つたのである・・畔人は・　用い祉してもそのまま鵬にSh・kesp，a，eのこのPtu
tptny }征服を企てたCleopatraを恐れるとともに憎んだ　　　のCleopatraなりSeleucus　sceneなりに当て嵌めて

のはHannib・正（247－183？B・C・）胴じ程であつたと　解釈するのi脆灘云わねばならない。

云われている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PlutarchはAthensのAcademyに学んだ人である

　以上が大休Cleopatraに関する史実である。このよ　　　から，その開祖であるPlatoの思想の流れを汲んでお

うな史実に表わされているCleopatraに焦点を合わせ　　　り，更にStoicismやPythagorasの哲学の影響も受

て，その映像に捉われ・それによつてこの劇のSeleucus　　けており，其等を折衷したものを自らの哲学としてい

sceneを解釈するならば，この場颪はCleopatraが息子　　　る。彼は特に倫理問題に興味をよせ，極端に走ることを

をエジプトの王位に即け・自らも相変らず生きながらえ　　嫌つている。従つてLivesではAntonyの物語はDe・

ようとしてOctavius　Caesarに取り入ろうとしたが，　　　metriusの物語とともに・the　blameworthy　and　the

財宝日録の不正を臣下の財務官であるSeleucusにあば　　　bad・な例として語られている。　Cleopatraにも好意を

かれ，怒るとともに悲哀を痛く感じさせられるといつた　　　よせず，’非難すべき人間として述べられていることは勿

場面となり，この劇の本筋とは関係の薄い，Cleopatraが　　　論である。

Octaviusにうまく欺かれる場面であるといつた解釈に　　　North訳の抜粋やDryden　EditionのP！utarch・s

ならざるを得ない。このような解釈をとるならば単に丈　　　Livesを参照してCleopatraの人物やSeleucus　scene

章の表面的な浅い意味のみを取り，この場面の前後を無　　　を極めて簡単に述べることにする。Cleopatraは男に対

視し，この劇の構造の巧妙さから来る興昧や，Cleopa・　　して絶大なな魅力と支配力をもつていた。特に男の悪い

traの性格に対する理解を見失う結果になつてしまう。　　　面を助長させる性質を多分に持つていた。　Antonyにも

また芸術作品であるこの戯曲をば歴史と混同していると　　　そうした性質を強く働かせて，彼の善良な半面を絶えず

の非難をも免かれることが出来ないだろう。しかしなが　　　抑え，堕落させる陥穽として行動した悪女である。容姿

らこのような解釈をとる学者が相当に多い。すくなくと　　　は妖艶で，言葉づかいは優雅で，声色は極めて奨しく，
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話術が実に巧みであつた・J・1i・・Cae…やC・・us　ると回答をした．　Cl・・pa・・aはA・t。。yには彼が死ぬ

P°mp・y（P・mp・y嫡の，蜜、子）を魅惑し，更にA・t・・y　霞で王験であつて，彼を殺したり，融した1）しようとす

を蝋惑して恋の虜としてしまつた・自惚と聞紬強　耀の繍｝ではなかつた。彼嬬欄な翻艇て，そ
く，自らの美と魅力とに繍をもつて，1・ilらをV・1・u・　のi－i・・｝・購や期腿輔1　懸しI　AI・x・・d・i…敗　災後

の率lliに砒敵する．娃考えていた・分別力にも秀で，才　1・蝋らもそのrliに籠つた。　Caesa・聯ての1雌が，k｝E

矢［は｛働て優れ，人をもレごなすのに鰍のかぎりを尽　力・れ諒た・／、LTih：　A・t。・y輔ミに1‘、1椥・る雌恐れた。

し，しかも細かな所にもゆきとどくといったような点で　　　というのはCaesarは財宝を全部安全にその手1111に収め

は姉「なる人の追従も許さなかつた・また1樹している　るとともに，・一・・人の恐れまた憎、しでV、るCl，。P，t，a

椿と調子を舳離1・舖せ，その心を惹き，　－S．た機　を｝雌き揃にして…一・一・に鐙1胤，㈱を働，M、

智にも伽ていた・しかし容貌が働姉丁なる姐級　を収欄しようと企てたからである．そ吐めに樋。策略

ぶことのできない程膜しかつたわけで鰍してなかつ　をめく・らし，ついに妊を霊廟矧、け揃に秘．その

た。むしろその魅力は精神的な働きa）而に何入も及ぶこ　　時Cleopatraは短刀でISI殺を計るが，阻止されてし蜜

とのできない所を梼つていたことにあつた。応対してい　　　う。Caesarは部下に色々と一1三r欝を用いさせてCleopatra

る相手はその美しい音楽的な声で極めて巧みに譜す応対　　　　を懐柔しようとした。しかし・女三Eは悲しみと激情の余り

振りに心をすつかり捕えられてし窪うのであつた。Cleo・　　胸を強打し，そのた凝）に身体の処々に潰瘍や炎症がで

pat「aの触に轍した融辱はエジプト語，剃シ・　き，高禦1に舳れた。・X’EE”はこれ・・彰とばかり辮｝に罹，）

語，およびラテン語は嬬のこと・A・thi。pi・an・・A・a一　たことを迎llrl・1として，勲を断つて死のうと企てた。

bians，　Troglodytes，　Hebrews，　Syrians，　Medes，およ　　　CaesarはCleoPatraの意図を繁知して，もしもそんな

びParthians共他の国民の話す国語に及んだ。　Antony　　　ことをして死ぬならば，彼女の子供を慮殺するとおどし

とはあらゆる娯楽や遊戯を共にし・日夜彼の許を離れ　　　た。女王はついに子供のために折れ，食物を摂り，やが

ず，あらゆる手練手管を心得ていて，それらによつて彼　　　てCaesar自身彼女を兇舞う。其処でSeleucus　scene

を完金に恋の虜にしてしまつた。　　　　　　　　　　　　　が起る。

Pluta「chはCle°pat「aの人髄以上述べたよう敏　　S・…ly・f・er，　Caesar　cam，　hi、。、eエf，　i。　pers。n

性として獺している・そして・の・うな人物であつた　・。see　h・・，・・d・・c。mf。，t　her。　CI，。p、，，。　b，、。g

ので，Ant°ny　k．　is：L’！つて゜・t・Viu・Cae・a・とA・tium　1・y・d・p・n・litl・1。w　b，d　i。　p。。，e　e、，。、，，　wh，n

で繍をさせた・勿論A・t・・yの｝釜m齢予想1ωそ　・he　saw・Cae・。r　c。m，　i。、。　her．，hamb，，，，h。、。．

の戦にAnt°nyは大敗した・敗｝轍C1・。・…aはあら　d・i・1，・・se　up，。、ked　i。　her　sm。cke，、。d　f，ll

ゆる欄の勧蝶め・鵜舗が少くて死ぬことので　d。wne　a・hi・fee・＿，1。。、1y　di，figured、、．b。、h　f。r

きるものは何かと囚人に鰍をさせ，臣1らの耐で磯　・h…h・h・dpl・・k・d　her　heare・，。rn．her　head，　as

など畷鰍て勲様子を眺め畑もした・その糸　1果，　・1・。f。・・h、・、h，　h、d　m。，ti，ed。11　her　face　with

aspickに咬まれると，、ただ顔に少しく汗をうかべ，非　　her　nails，　and　besides，　her　voyce　was　small　and

常に鵬を1凱，繭鉄つて死ぬので，欄鱗髄　t・embli・g，　her　eyes　s。。1、e・i。・。　her．head。　with、。。一

するにはaspickによるのが最もよ．V・こと観出した・　・inuall　bl・bberi・g・and　m。re。。，。，・hey。、ight，ee

他方その聞｝こA”t°nyとC1・・P・・raはアジアにいる　th・m・・t　p・・t・・f　her，t。m、ke　tQ，。，　i。　su。d，r．　T。

0・t・vi・・Caesarに瀦をやり，　C1・・P・t・aはエジプト　b・・h・・t，　her　b。di。　w、，。。t　m。。h　b，tter．then　h，1

の灘を子供に譲ることを認めるように，A・t・・yはエ　mi・d・・y・・h・・g。・d　grace　and，。m，lynes，。nd　the

ジプトに留まることを許し・もしそれ鰭さな・・なら　f・rce・f　her　b・aw・i・w。、。。・。lt。9。，her　d，faced．

ば，身を政治から引いてAthe・・に湘眠として住む　B・t・・twith・tandi・g　th｛・。・ghly　and　piti，f。II、t。t，

ことを許すように，とそれぞれ要望した。しかしCaesar　　of　hers，　yet　she　showed　her　selfe　within，　by　her

はAnt。・yの要望はすべて斥1ナたが，　C1・。P・t・aの魏　・utw・・d　l・・kes　a・d。。untenance．　When　Caes。r　had

は・もしも微がA・t・・yを殺すカ・，或は彼をエジプ　m・d・h・・ly・d・w・e　ag・in・，。。d　sat，　by、her　b，ddes

トから逐放するならば，理にかなつた要求はすべて認め　　　side：Cleopatra　began　to　cleere　and　excuse　her　selfe
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for　that　she　had　done，1aying　all　to　the　feare　she　　的に居たのではなく偶然に1共処に屠食せたと述べている

had　of　Antoiiius・Caesar，　in　contrarie　maner，　re・　　こと，女三Eが彼に裏．切られて：怒り，彼の髪をつかみその

proved　her　in　every　poynt，　Then　she　sodainly　alter一　　顔をしたたか撲つたと述べていること，および実際は女

ed　her　speache，　and　prayed　him　to　pardon　her，　as　　　三1三がCaesarに欺かれたのではなく，Caesarの方がすつ

though　she　were　affl・ayed　to　dye，　and　desirous　to　　かり欺ヵ．・れたのであると述べていることであるQ　Seleu・

live・At　length，　she　gave　him　a　breefe　and　memo・　　　cus、は以前に　1？elusiumの町がOctavius　の：i：［i：にやす

riall　of　all　the　readie　money　and　treasure　she　had．．　　やすと陥れられたと．き，その町を守備していたのであつ

But　by　chaunce　there　stoode　Seleucus　by，　one．of　　たが，　Cleopatraの．命．令に、，k　v：）てその町を降服させたの

her　Treasorers，　who　to　seeme　a　gQQd　servant，　　であるとの噂がたつた。そこでCleopatraが白らの潔

carne　straight　tO　Caesar　to　clisprove　Cleopatra，　that　　　白をあかすため｝こSeleucusのi妻子をAntonyの前に引

she　had　not　set・　in　all，　but　kept　rnany　thingsl　back　　　き1：［／ilし，彼の患う蜜』蔽に処分させたともPlutarchは述

of　purpose・Cleopatra　was　in　such　a　l’age　with　himp　　　べていゐo従つト．C、Seleucus　り裏切し1は　lto　seeme　a

that　she　flew　upon　hiin，　apd　toQk　him　by　the　heare　　　good　servante’のためのみではなく，カ．ir’）ての1艮みを

of　the　head，　and　boxed　him　wellfavouredly，　Caesar　　　も哨らすた配）であつたのであろうと解され’る。

fell　a　laughing，　and　parted　the　fray．　Alas，　said　　　PlutarchのLivesに述べている所に焦点を合わせL．ご

she，　O　Caesar；is　not　this　a　great　shame訊nd　re・　　　Shakespeare　a：）劇のSeleucus　scene　を解釈するな．ら

proche，　that　thou　having　vouchesaved　to　take　the　pei11・　　ば，　CleopatraはAntonyの後を追つて死のうと決意

es　tQ　come　unto　me，　and　has　done　me　this　honor，　　　してV｝海が，息子をエジプトのヨ三位に即けることを

poore　wretche，　and　caitife　creature，　brought　in　　　Caesarに1；1召めさせようとして惹kきてきたが，霊廟のT：i：1で

this　pitiefull　and　miserable　estate：and　that　mille　　　I，lf．け捕りにされ，由殺決行を不’司’能にされてし窪つた。

owne　servaunts　should　come　now　to　accuse　me，　　Caesarとの会見の際に腿合せた財．務富のSeleucusに

though　it　may　be　I　have　reserved　some　juells．and　　　よってCaeSarに提出した財家目鯨ρび∬三を繋露され，

trifles　meete　for　wornen，　but　not　for　me　（peore　　　大いに怒り，　Seleucusに乱暴を働き，敗残者α）哀れさ

soule＞to　set　out　my　selfe　withall，　but　meaning　to　　を訴えるとと’もに，．その嚢切りを利∫llして如lii∫にも生に

geve　some　pretie　presents　and　gifts　unto　Octavia　　執蒲しており，　F一マに．連行されるのも覚悟しているが

and　Livia，　that　they　mal〈ing　meanes　and　intercessiQn　　　女［1く見せかけV，巧みに死の決意を隠し，　Caesarを欺

for　me　t◎thee，　thou　mightest　yet　extend．thy　favor　　いて満足と安心を夢え，その瀞戒ρ乎を弛めさせ・かね

・・dm・・ci・up。・m・？C…ar　was　gl・d　t・heare　he・　で声臆して跡’た・・pi・kをll［1舗に持ち来たらせて臼

say．P・，　persw・di・g　hlm・elf　th・reby　th…h・had　弄嫡するこ．とを可能にさせtF場i面であるとの解釈1・な

yet　a　desire　to　save　her　life．　So　he　made　her　an一　　る。この様な解釈は，さきに述べたようにShakespeare

swere，　that　he　did　not　only　geve　her　that　to　dispose‘ @　が可なり忠寒にPlutarchのLivsに従つて彼の劇を作

Qf　at　her　pleasure，　which　sbe　had　kept　backe，　but　　つてk’るので・根本的には彼の劇のSeleucus　sceneに

further　promised　to　use　her　more　honorably　and　　当て嵌るのであるが，女王o：）態度が悪女の敗残の末路の

bountifully　then　she　would　thinke　for：and　so　he　　－1．ff1の腕きとして述べられていて，　Shakespeareの劇

toQke　his　leave　of　her，　supPosing　he　had　deceived　　のこの場而におけるCleopatraの王者としての威厳を

her，　but　in　deede　he　was　deceived　him　selfe．　　　　　なおも保ちつつ・Caesarを内心軽蔑し・ながら如何にも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巧みに欺くのとは相当に場面の罫剛気が異つているので

」倣はPl”ta「chのLivesのN°「thの訳からの粥　ある．　A，、h。，　S，m。，、（・・，　H，n，y　I，vi。g　Sh。ke．

であるが・樋輝実　勺にこの’緬醐かれている・こ　，peare，　V。、、1，1。、，。．　PPI、7，－17、）など鰍体。の

の引1欄三意すべきことは・C’e°pat「a齢も死を恐れ・　1藻な　襯、近い鰍をしてV、る。

生きようと，思つてCaesarの許しを請うごとく振舞つた

こと，換’醤’すれば女三1三の死の決意は闘かつたと述べてい　　　　　　　　　　　．

ること，女ヨ三の財務官であるSeleucusが前以つて計画
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除いて隠し催き，生きてロー－Vにいく覚悟をしていると

　　　　　　　　　　　（4）　　　　　　　　　　　　　　見せかけるのが最もよい方法だと考えた。そしてSeleu－

、驚・鰐1膿織蟹禦蹴繋繍讐鱗瓢識灘灘
をもつたCl，。P。・，aより。のS，1，u、、、s、cen，を説く解　Seleucus　sceneである・（第二：聯瑚でCle°pat「a

釈であるが，謎の馳C・，。P。・raの威髄そ、ねる解　はAnt°nyが゜ctaviaと繍したと鰍る儲嫉
釈雄耐る解釈として醐・h。・，。・一。p－j。b，　in・er．際｝ 昼ﾆり，畑でおどしているが，　Pl”‘a「chではこの

P，e・。ti。n。f　the　S，1eu、us　sce。。という鰍をとって　腕1で’　Seleucusを僕つてv’る｝こ．もかかわらず，　Shake”

・・騨者・・いる．・一・の天下を1｝糠かした． `。・。。yを　sp！a「eでのこのJt’ti，i　iでは煽謙の二il磁嚇してV’る

舳に鰍した鰍な1愛の妊CI，Qp。，，aが，たとえ　｝こ過ぎない・）Shakespea「eのこの1痂1でIS，　Cle°pat「a

敗戦したとはいえ，己a）財宝を【聡し，その不．雌1三｛ら　は職の一部を1肌た「1爽として，【肌たとS・1・…の

の1琶一下の財務官であるSeleucusに暴躇され，怒・：）てそ　　　主張するものは「つまらぬおももや」とか「婦人の珍熊

の眼を爪で引掻こうとし．て騒ぎ立て，しかも泣きごとを　　　すゐちよつとしたもの」であつて，極めて価値のないも

ならべ，Cae・a．・に知，れるα）は，余りに威厳・）ないあ　σ’や，　Cae・a・曝のLi・i・　K’O・tavi・に1幟をしても

さましいCieopatraの姿であつて，　Shakespeareのこφ　　　らうために贈物にしようと思つている興等より少々lli【i値

劇のCleopatraとは全く調和しない場面である。そこ　　　のあるものなどであると全く巧妙に述べている。そこで

でこのあさましさを払拭す硯方として，この」綱は　Cae…はC1・・p・t・・には鰍備諮なく・・…一・一“にV・

CleopatraとSeleucuSとが前以つてCaesarを欺くた　　　く覚悟でいるものとすつかり欺かれて思いこみ，彼のPt

めに仕組んでおいた1芝属であるとの解釈が生じてくるの　　　一マの凱旋を飾るものとしてCleopatraを捕周として

である。これが即ちthe‘put－uP－job’interpretationで　　　r　一”　’1へ連れていこうとする計略にまんlllとかかつたと

ある。この説を最初に唱え繊したのはドイッの歴史学者　　　内心大いに警び，如何にも女三Eに対して寛大さと憐みを

Adolf　Stahr（Cleopatra，1864）であつて，　Plutarchの　　装つて退場していく。しかしその実はCaesarの方こそ

・but　in　deede　he　was　deceived　h｛m　selie，よりヒソト　　　CTeopatraの巧妙な芝厨にいつばいくわされて，　“Ta

を得たと云われている。この説を受け継いでこの場面を　　　fool　theh‘preparation・and　tOごonquer／Their　Most

説いたShakespeare学者はHorace　Howard　Furness　　absurd　intents”（V・　ii・224－－5）の様になり・“Caesar

（ANew　Variorum　Edition　of　Shakespeare：The　　　was　the　ass　unpolicied・”（【φV・iiL　306－7）と女ヨ三に鼻

Tfogedie　Of　Anthonie，　and　CleoPat？　a；Preface，．xiipi　　をあかされた間抜者とあざ笑われたのである。

－xiv）である。彼の説く所によると，　Antonyの死体　　　　以上がFurnessのこの腸面の解釈であるが，この解

が運び去られた時からCleopatraの死の決意は一一WWた　　　釈を踏襲して更にその詫当さを強調すると同蒔に発展さ

りとも動揺しなかつた。勿論女王は自分の子供のため　　　せているのがJohn　Dover　Wils。n（The　New　Cam・

に好条件を　Caesarから得ようと願い，彼がどの様に　　　bridge　Edition：Antony　and　Cteopatra，　rntro・，xxxlv

出るかを見極めようとしている間に霊廟の中で捕えられ　　　一一一xxxv）である。　Seleucus　sceneはCleopatraが

て自殺決行の機会を失つて，それを果すことができなく　　Seleucusと仕組んだ芝麟，即ち‘put－up－job’である

なつてし象つた。そこでaspsを手に入れる計画は厳秘　　　が・そオxを明示するものはShakespeareのこの劇の何

にすることが必要となり、Caesarにその計画を探知さ　　処にもない。一体観衆はこの場面がcput－up－jQb’であ

れることを最も恐れた。したがつて自殺の決意を隠すた　　　ことを如何にして知り得るか。Wilsonはそれは役者の

めに，Cleopatraは生きようと願つているばかりでな　　　演禺によつて容易に出来ると云う。　Cleopatraの現世に

く，P一マへも連れていかれる覚悟をしていると偽つて　　対する態度一般は未練がましく生に執着して策略を用

Caesarに信じこませようとした。当蒔の風習では戦い　　いるようなものでは決してない様にShakespeareの

に敗れた者は勝つた者に財宝のすべてを引き渡すのが義　　　この劇では表現されている。要にPlutarchのこの場

務であつた。そこでその財宝の目録から，後になつても　　　面の最後の交瀧や，その傍註に‘Cleopatra　finely　de一

女王としての体面を維持するだけの財宝をこつそりと　　ceiveth　Octavius　Caesar　as　though　she　desired　to
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live・’とあることによつてもtp・t－up－j・b’・’i・t・・p・et・　al・，・My　m・・t・・，・・d　my　l・rd！，・とい循葉に対し

ati・・のII三しV・ことが確言正されている．　Sh・ke・p・…　て，‘Cae・a・の，・N・t…adi・u，・という言獅・金く

がこの劇を作つた際にPI・tarch・）N・rth訳にあるも　皮piAllに満ちた諌とし・曜V・てくる・）である，というの

のは何れも劇に採り入れているので，この箇処のみ見落　　　は女王はCaesarの方こそ「ばかし合い」にまけてしか

す道理がない。Cleopatraがこの場面で，　Caesarに死　　　もそれに気付かない頓爾であるのを承知しているのが観

のうとしている決葱を知られてそれを阻止されないよう　　客に解るからである。しからばこの場顧が・put－－up－jobt

に，恰も生きようとするが如く装つているのであること　　であるのを観客は如何にして知り得るか。もし不可能な

が解るならば，妊の決意の梱，であつたことは｛碍疑　らば，爽際の劇繊としてのShak・sp・a。eの意肌た

いの余地がない。IV・xvでのAntonyの死の蔵後およ　　　ものとは金く異つた場而の解釈と欺つてしまうであろ

びV・ilのvg頭で女三Eは〃ビの決意を述べている。ただイく　う。その点についてはD。ver　Wil・・nは単にそ耕よ演

葱搬畷醐の中レCi蜘されたためと，　Caes・・rと鹸　 出によつ焔1熔に蛾，せるこ胴・容易であると述べてい

見のためとで一搬決行を余儀なく延期されただt’」・であ　るに糧ない。こα）点をRidl・y螂1胴llこ示いぐいる。

る。Caesarが退場するべ・いなや女三Eはそのli的を果た　　　注意深くユ皿解力のすぐれ’た観’審ならば，　Cleopat「aが二二

すことになり，侍女のCharmianに耳打ちをして，か　　　人の侍女と捕えられている霊廟の中にSeleucusを呼び

ねて．乎筈を整えて様にaspsを持ち込ませるために遣わ　　　　よせてvヴこことを不思｝磯に思う“（’　tC6ろうa　もし女ヨ三が提

す。そα）準備は工V・xvとV・iiとの間でひそかになさ　　　出した則・宝のi…1録に不f践のないことを立証しようとする

れていたことは疑いの余地がないm何かの機会に女王は　　　ならば，何故に臼らの云うなりになると考えられている

Seleucusとその芝11i｝の下稽古を少しくしておいたと致　　　阪下の財務犠’であるSeleucus　1の謬H三欝を求めてl　Caesar

つても　Cleopatraのような大策略案のことだから，お　　　に偽りのないことを儲用させようとしたのであろうか。

そらく穿ち過ぎた習葉ではなかろう。女ヨ三がSeleucus　　ものわかりのよい観客ならば，目前に破ぜられている場

とどんな風にこのなれ合いの芝歴｝を捕われの身でありな　　　面には臼には見えない何かが隠されているのではないか

がら仕組むこと力咄来たかはShel〈espeareに鱒ねるべ　　　と疑念を懐くに桐違ない。そこでCleopatraを満じて

き類の問題ではないと考えられる。　以上がDover　　いる役者が，“Speak　the　truth，　Seleucus，”（V、　ii　143）

WilsonのSdleucus　sceneの解釈の概要である。　　　　　と澱う台詞の書いまわしが霞要なポイントであつて，そ

　Dover　Wilsonの解釈と同じく‘put－up－job’説をと　　れがSeleucusの台綱のきつかけとなつて，彼は如何に

つているが，それと少しく趣を異にした解釈をくだして　　　も恐れるが如く，また女ヨ三は立復と屈辱とを少しく謝長

いる学者にM・R・Ridley（The　Arden　Edition：AntonJ，　　的に，演ずることによつて，その場面がなれ合い芝贋で

and　Cleopatra，　Intro・・xLv－xLl　x）がおる。Ridley　lrkこ　　　あることを容易に明瞭に示すことができるのである。以

のSeleucus　sceneを‘put－up－job’と解釈することの正　　　上の様にRidleyはこの場画の要点を巧みに解明してい

しいこと，その様に解釈すると二つの劇的な利点のある　　　る』

ことを説いている。CleopatraがSeleucus｝ご本気で襲　　　RidleyはSeleLicus　sceneを‘put－up－job’とする解

いかかつたものとしたならば，悲劇がこの場櫛に至るま　　釈をとり・Dover　Wilsonの説明の不足を補つているが，

で商揚されてきておりながら，女王が臣下に無様な乱暴　　　女王の死の決意に関しては，　CleopatraはAntonyの死

を働くのは第二幕第五場での使者に乱暴するのと同じく　　後その後を追つて死のうとする決意は高貴にして鵜圓不

女王としての威厳をそこねるものとなつて，観者に殆ん　　動のものであつたとするD。ver　Wilsonの解釈とは異

ど見るに堪えられない場面となつてしまう。そして再び　　つた解釈を下している。この場面をCaesarを欺いて一警

そうした場面を不調和にも此処で繰返すことになる。　　　戒の黍を弛めさせ，肉殺決行の機会を得るための乎段と

‘put－up－－job’説はそうして不合’理性を取り除く。’更にま　　　は見微さず，　Cleopatraの死の決意はそれ程に不動のも

た，CaesarがCleopatraをうまく欺したと考え，如　　　のではなく，　Caesarから’好条件を獲得するための時間

何にも得々として己の賢明さを内心誇りながら退場する　　　をかせく可穀であつて，もしそれができなかつたならば

が，その実まんまと女ヨ三に鼻をあかされているのを見る　　　自殺を決行するための時間を得るための乎段であつたと

のは観客に痛快であり，　CleopatraのCaesarに向つて　　　説いている。女王の死の決意は絶えず動き，　Caesarの
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意向をDolabellaから聞いてから後始めて初志を果して　　　ある。この様に最後までCleopatraというthe　serpent

死んだのであると説明している。　　　　　　　　　　　　of　Old　Nileはwavering　courseを題むのであつて，

　以一ヒの・put－・up－job，の解釈はこの場面の説明として　　　彼女が真剣になつてCaesarを魅了しようとしたことは

は相当に傾聴に価する解釈であるが，Shakespeareはも　　　財宝をご或かしていることからも充分に明1瞭である。こ

のわかりのよい懲のみを麹愈に入れてこの劇を1乍つた　の1瀦に央敗して絶対絶命の羽1二1に陥つて始酎・て愛の祭

のであろうか．彼はxリザベス朝・・戸欄r大衆劇作家」　勲畷後の生澱である死へと秘のである・↓壮゜）様に

であつた事実を曹々は忘れてはならない◎果してこo）場　　　Knightはその著醤The　fmPerial　Theme　（pp．303－・3

面が・put－・up－job，であるならばShakespeareは彼の　　　14）で述べている。

他の劇から考えても必ずそれを観客に解るように明示し　　　　Cleopatra　l』よ果してこのSeleucus　sceneのlkLt．に庶きよ

ておく筈である。従つてlput－up－job’の解釈は穿ち・寸一　　うとする意志を持つている様にShakespeareは描いて

ぎた解釈であ9，，との批判はどうしても免れることはでき　　　いるであるうかQまた女三1三は女性としての娼婦的な憐質

ないと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の面を顕わしてCaesarを魅了しようとした如く表現さ

前述の・P。t・－ul）－j。b，1診色と1，1隙　：Shak・・peareのこの　れているだろ勃…またこの劇゜墳料と’tS・’P　fe　Plutcn・ch

劇其物に焦点を合わせて観察しているが，Cleopatraの　　　のNorth訳にもそう述べられていただろうか。この解

死の決意の動揺を強調して・put－up－job・の解釈までも　　　釈の見当趣いであることは極めて明11寮である。　Knight

捨て去つた解釈をしているShakespeare単者にG．　Wil・　　はSerpent　ImageryからCleopatraの｛生質を解1り1しよ

son　Knightがおる。　Knightに依ると，　C正eopatraは　　　．うと試みた。ところがSe「pentに対する概念をキリス

Shakespeareのこの劇ではserpentのimageで表わ　　　ト教的な概念と近代の翻勿学的な概念とに局限させて，

され，The　serpent　of　Old　Nileである。この女王は蛇　　　エリザベス朝時代のSe「pentに対する概念とキリスト

の如く底矢「1れぬ悪の利己　勺な資質を持つている譜畷　教以1）tr｝こおけるエジプ1’におけるS・rp・・t－w・rshipの

質と悪の資質との1船の権化であつて，C・・d・li・の様　行われていたll寺代のS・・p・ntに対する概念とを鮒iし

膳とD・dy　Macb・thの搬｝際を搏つた，了欄Ad・m　たため姦こ（k・i，G・一一；，s〈繊綱1報，　N°・8・「剛：A”t°npt　and

に原罪を犯させたE・・様敏｛《kで，．姓としての盤　α・・ρ伽鮒るSe「pent－－images参」1（－1），　Se「pentに

質を完備した完全なる女性である。そして蛇の蛇行する　　　関する概念の一部のみを余りに強調しすぎて，煎大な曲

様｝、，また搬する様に，常に変綴転する．・1・fi・i・y　角皐に］fiii°ているもの謝せざる哲尋ない・lmagery」1

。f。。，i，ty。nd　w。veri。g，である。従つてその死の決　りのShakespea「eの作品の糊iこ納から臓のある

齢鰍鋤搬るのである．S，1，u。。ssc，。，は吻　ことが感じられる・

な騙し合いの勝負である。Cleoparaは如何にも屈服し

た如く，Caesarはいかにも寛大に恩恵を施すが如く，両　　　　　　　　　　　（5）

者とも偽つて振舞つている。Caesarはローマへの勝利　　　Seleucus　sceneにたいする主な解釈を分類して述べ

晶のうちにCleopatraを生きたま窟捕えて加えようと　　　るとともにそれぞれの批判をもしてきたのであるが，そ

思つている。CleopatraはCaesarの意図をすつかり知　　　れではこの場面をどのように解釈したならば正しい解釈

つており・彼をも魅了して恋の虜とし，Julius　Caesar・　　ということができるであろうか。この場面を皿しく解釈

Pompey，およびAntonyといつた愛の勝利の獲物の　　するのには，　Shakespeareの作品であるこの劇そのもの

うちに加えようとの彼女の人生最後の望を果そうとし　　　に観察の焦点を合せねばならないのは勿論であるが，な

ているのである。CaesarはCleoPatraを，　CleoPatra　　お留意しなければならないのはShakespeareはさきに

はCaesarを，互に欺きあう。財宝目録をCleopatra　　述べた様に史実によらず，専らPlutarchのLivesの

がCaesarに手渡した際に，その不正でないことを証言　　　North訳にかなり忠実によつてこの劇を作つているこ

すべき家来のSeleucusに裏切られてその偽りであるこ　　　とである。しかしながらPlutarchが霊三としてStoicism

とを暴露されてしまう。そこで女ヨ三の怒りがSeleucus　　の影響下に倫理｛生を5ifi調して善悪の観念に捉われている

に向って爆発する。最後に女王は女性らしい悲哀の言葉　　　のに対して，Shakespeareは，　StQicism的な語句カミ全然

を発し，ついにCaesarを魅惑することに失敗したので　　　無いわけではないが，童としてRenaissanceの思想の
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影響を受けて善悪の観念に捉われずに自「hに人間の本性　　　おり，Cleopatraは愛されることに喜びを感ずるより

を探究している。翼に留意すべきことは，Shakespeare　　は，むしろ自ら積極的に他を愛することに生きがえを感

はキリスト教以前のエジプトの世界を描いていることか　　　ずる女性である。Cleopatraの言藁に・us　that　trade　in

ら・キリス1・教の嵐殺否定の思想に捉われていないこと　　　love’（11，　v．2）とあるが，これは恋愛を自己の利益のた

である。この劇はいわば日本の江戸時代の心中物の劇に　　　めに用いる娼婦と解するは間違いで，H．　H．　Furnessが

・似通つた一面すら持つかのように思われる。璽に留意し　　　　‘CIeopatra　means　that　her　dealing　is　in　Iove；it　is

なければならないのは，ShakespeareはCleopatraを　　　her　very　life’．と述べているように解すべきてある。

ヨ三者の威厳を常に持つているように描いており，同i1寺に　　　CleopatraはJulius　Caesar，　Pompey，　Antonyとっぎ

女｛生の神秘的本性を探究しているのであつて，妖婦や娼　　　つぎに情夫を変えているが，一情夫が死んでから他の情

婦型の女としてCleopatraを描いているのでは決して　　　火へと愛情を移したのであつて，一時に二人の情夫に内

ない。CleopatraにはShakespeareのsonnet中にう　　通するようなことはなかつた。　Age　cannot　wither　her，

たわれている彼自身の恋人の‘dark工ady’の悌をしのば　　　nor　custom　stale／Her　infinite　variety：otller　women

せ，1司1時にまたElizabeth女三1三の投影をも部分的に　　　cloy／The　apPetites　they　feed，　but　she　makes

（Act皿sc。　iii）に含ませていることは学者違の認めて　　　hungry，／Where　most　she　satisfies，　For　vilest

いる所であるo　更に留意すべきは，Shakespeareの　　　things／Becomes　themsel鴨s　in　her，　that　the　holy

Cleopatraの眺め方は当時の世界観の註三軸をなしていた　　　priests／Bless　her，　when　she　is　riggish．（工1，　ii．

chains◎f　being　による君虫観によつていることであ　　　235－240）　といつた性格の女性であつたが，　これとても

る。それによると人間は動物と天使との間にあつて，そ　　　相乎を熱愛するために現わす性格であつて，利益のため

の両者をつなぐ存在の鎖の一環であり，謝ヨ三は天使と人　　　に愛情が動揺することを表現しているのでもなく，また

間との接触している部分である。勿論霜主と錐も人間で　　　相rFをかまわず所調erotomania　1：1勺に愛することを意味

あるから鎖の一環の下部にある動物的性質をも捧つては　　　しているのでもない。

いるが，その本領は天使的な性質を多分に持つているこ　　　Actiumの海戦に敗れてAntonyはtl／l殺の覚悟をする

とにある。Cleopatraは人間として官能lll勺な所を多分に　　　（III・xi・　9－10）が，彼はこの劇をttll！解するのに特に重要

もつているが，Antonyの死後に自殺の決意によつて彼　　　な粛葉をCleopatraに云つている。

の妻たる資格（翼の女三E）を得たlkisは，人間を形成する土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Now　I　must

水風火の四元素のうち風火の尊い二元索のみに浄化され　　　　To　the　young　man　send　humble　treaties，　dodge

て完金に天使の域に上昇したのである。要に留意すべき　　’And　palter　in　the　shifts　of　lowness．（IIL　xi．　61－63）

ことは，既に述べた所であるが，Serpent　imageをも　　　即ち惨敗したからには，あの…皆造のOatavius　Caesar

つてCleopatraはこの劇ではしばしば表現されている　　　に顕をさげて嬉和を申込み，勢力を央つた者の弄する好

が，それはキリスト教的なSerpentのimageでもな　　　策を用いて，言い抜けをしたり，ごまかしたりしなけれ

く，現代的なSerpentのimageでもなく，エリザベス　　　ばならないとAntonyは云つている。　Antony自らは，

朝時代の人々のSerPentのimageで，璽にserPent一　　そう云つているにもかかわらず，性格上それが出来ず，

worshipの行われていた古代のxジプト人のserpent　　Cleopatraが巧みにそれを実行していくことに晋々は注

のimageで女王を眺めなければ誤解をしてしまうとい　　　目しなければならない。

うことである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先ず子供の家庭教師を使者としてCaesarに遣わし，

　以上述べたことを考慮の背撮に鷺いて，先ずこの劇で　　　Antonyはエジプトに在住すること，　もしそれが許さ

のCleopatraの人物から考察を試みることにする。Cleo・　　れないならばAthensに引退して一庶民として生活する

patraは人間の考えも及ばない程にcumningである　　　ことを許すようにと懇請し，CleopatraはCaesarを偉大

が，その愛は純粋なものであつた（L　ii・143－149）。そう　　　な権力者と認めて服従を約し，　Ptolemy王朝の王冠をそ

した愛を宿す肉体は永遠の喜びであり，天上にその源を　　　の後継者の息子に与えるよう要請した（IIL　xii．11－10）。

発するものである（1・iii・32－39）。　CleopatraのAntony　　それらに対してCaesarは，　Antonyの懇請を全部拒絶1

に対する愛の強烈さはAct　1，sc・vに巧みに示されて　　　したが，女三EにはAntonyをエジプトから追い出すか，
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それとも彼の命を取るならばその要講を聴き容れないこ　　　以上述べて来た所でも明瞭であるようにCle◎patra

とはないと回答した（IIL　xii，19－24）。しかしCleopatra　　の人物の心髄は，その性格の振幅の広く多様i生であった

は妖婦ではなく，Antonyを追い出したり，命を取るよ　　　にもかかわらず・純愛にあつたものと思われる。

うなことをして我が身の利益と安全を計るような女性で　　　　次にCleopatraの死の決意は’活に動揺していたであ

はなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うらか，それとも不動であつたのであろうかについて考

　CaesarはThidiasを使者として遮わし，　Cleopatra　　察してみよう。CleopatraはAntonyを禦謝朝の中に引き

を籠絡してAntony窟彼女から引き離すように命ずる　　揚げる以前に既に死の決意を示している　（IV．　xv。23－

（III．　xii，26－33）。　Thidiasは巧みな甘言を用いてCleo－　　29）。　Antonyは臨終に当つてCleopatraにCaesarに

patraを籠絡しようとする。彼女はその好策を見抜き，　　　よつて名潜と身の安全な謝・るようにと去うが，　Cleopa－

‘dodge　and　palter　in　the　shifts　of　lowness’して，　　　traはそれに答えて白決の覚悟を云う（正V。　xv。45－50）。

Caesarに靡くが如く振舞う。それを見てAntonyは大い　　　Antonyの死の慮後Cleopatraは所言1号虚脱状態に陥り，

に立腹する（III・xiii）。従つてこの場面は多くの学者が　　　‘・then　is　it　sin，／To　rush　into　the　secret　house　of

誤解しているように，Cleopatraの心が動揺し，　Caesar　　death／Ere　death　dare　come　to　us！”（IV．　xv，80－82）

に内通しようとしているものと解すべきではない。　　　　　というが，これはShakespeareがキリスト教の肉殺否建

　Alexandriaの最後の戦いでエジプト艦隊が戦わずし　　　の思想に対して，　Cleopatraの自殺の間い決慮を1肯建し

てローマ艦隊に降服してしまう。Antonyはこれをみ　　　ようと試みている雷訳と解せられる。そしてすぐそれに

て，CleopatraがCaesarに内通してその艦隊を降服　　　続いて駆に向殺の決葱をShakespeareは女ヨ三にi澱・わせて

させたものと考え，極度に激怒し，彼女に対して殺慧を　　　いる（IV．　xv．86－88）。第ILtl　mOを，“Ah，　wQman，　wo・

示す。Cleopatraは恐れをなして霊廟に引き寵る。そし　　man！Come，　we　have　no　friend／But　resolution，

て偽つて自殺を果したとAntonyに伝えさせる。　An・　　and　briefest　end”（IV・xv・90・－91）　と，　Antonyに死

tonyはその虚報を信じ，自殺を計つて，仕損ずる。　Cleo一　　なれ，自らの軍隊にも褻切られ，また寂来達にも見捨て

patraが何散に自殺をしたという虚報をAntonyに伝　　　ら汁し，敗残の孤独な人闇の自殺の決意で結んでいる。

えさせたか，その理由は虚報を信じてAntonyがもし　　　　Octavius　CaesarはAntonyの死をDecretasから

ものことをしはせぬかと気遣つてCleopatraが遣わし　　　聞いて敵ながらその部下達と悲しんでいるところに，

た使者のDiomedesがAntony　にいう言葉に明瞭であ　　　Cleopatraからの使者であるエジプト人が来て，女ヨ三が

る。‘’She　had　a　prophesying　fear／0f　what　hath　　降服し，　Caesarの指令を仰ぐことを望んでいると伝え

come　to　pass：for　wheR　she　saw　一／Which　never　　る（V．　i．51－56）。さて此処で間題になるのは，　Cleopa・

shall　be　found－you　did　suspect／she　had　dispos’d　　traがAntonyを純粋に愛していて自決の決意が不動

with　Caesar，　and　that　yQur　rage／WoUld　not　be　　であつたならば，何故にAntonyの死の直椥こ自決し

purg’d，　she　sent　you　word　she　was　dead・”（IV・xiv・　　なかつたかということである。　Cleopatraは一個人であ

120－124）と。この雷葉の中にあるWhich　never　shall　　るとともにPtolemy王朝の君主でもあつたという立場

be　foundというわざと付け加えた言葉に注意すべきで　　　を考える必要がある。先にCaesarに対してエジプトの

ある。これはShakespeareがCleopatraとCaesarと　　　ヨ三位を子供に継がせることを許容するようにと要請して

が内通していたのではないことを明らかにするために付　　　おり（III．　xii．16－19），これを容認させようとした（V，

け加えたものと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　ii．　12・－21）ためであり，それが一国の霜主としての璽大

　CleopatraはAntonyが衛兵に担がれて璽廟に来な　　　な義務であつた。　またCaesarは使者を通じてCleo・

い前に既に非常な悲嘆にくれている（IV・xv・3－6）。ま　　　patraを丁重に扱うことを約束してMl者に対する儀礼を

たそれを見た時の悲しみの激しさ　（IV．　xv．10－15），ま　　　守つているので，　Cleopatraもそれに対応して一応勝者

た傷付いたAntonyを霊廟の中に綱で引き揚げるとき　　であるCaesarに対して，いかに絶望状態に陥つている

の力などを考えるならば，不貞な女のできることではな　　　とはいえ，女王らしく柏手をしなければ，王庸の道を知

’く，pure　loveを持つた女のみが為し得るものと考えら　　　らず，　王者の威厳を失墜することになるだろう。従っ

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て颪ちにCleopatraが自殺をせずにCaesarと交渉を
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統けるために生き残つたことを愛情の動揺と見倣した　　　呼びよせるのであるが，それよりSeleucusに襲切られ

り，或は死の決意の動揺と見倣すのは君主としての立場　　　るSeleucus　sceneとなるのである。この場面の直後に

にあるCleopatraを理解しない誤解と思われる。ところ　　　侍女のIrasはいよいよ自殺決行の時が来たことを女王

がCaesarがCleopatraを丁重に扱うことを装つてい　　　に告げる（V．　iL　192493）。　Dolabella再び登場して女王

た理rhは・Give　her　what　c◎mforts　I　The　quality　of　　とその子供を三日以内にローマ｝こ送り出すという　Cae－

her　passion　shall　require／Lest，　in　her　greatness，　　sarの｝i“tiitをCleopatraに内報する（V，　ii．　197－．203）

by・・m・m・・t・1・t・・ke／Sh・d・d・f・・t・・．　F・r・her　すく’前に，如三は前以つて乎筈を整えておいた通1〕，

1ife　in　Rome／Would　be　eternal　in　our　triumph．　　aspsを田舎者に霊廟に持つて来るように爺ケじさせるた

（V・i・62－66）という　Caesarの利己的なものであつた。　　め侍女のCharmianに耳打ちをする（V．　ii，193－－194）。

それを賢明なCleopatraは脱に見抜いていた（工V・xv・　　それ故にCleopatraの自殺の意志はこの場禰の後Dola・

21－29）。Caesarが甘需をもつて欺いてCleopatraを生　　　bellaからCaesarの真意を聞き知つて後始めて最後的

け捕りにしようとしているので，Cleopatraも甘智をも　　　に決つたと見る学者の説は誤りであつて，この揚面rj：Tも

つて欺いて臼らの以前からの要請を容れさせようとす　　　既に圃く不動であつて，警戒の弛むのをねらつて幽殺決

る。“Pray　you，　tell　hinユ／Iam　his　fortune”s　vassal，　　行のできる機会をうかがつていたのであると解釈するの

and　I　send　him／The　greatness　he　has　got，　1　　が、II三しいのであるo

hourly　learn／Adoctrine　of　obedience，　and　would

gladly／LoQk　him　i’the　face。”（V，　ii．28－32）とCaesar　　　　　　　　　　　　　（6）

の使者P「oculeiusに云うCleopat「aの誉葉はその本心　　　　以上の考寮から明らかのように，　Cleopatraは非常に

を衰わす言葉でなく，策略の雷葉である。というのはそ　　　多様な変化に冨んだ性格の人物であつたが，所調妖婦，

れの少しく前のこの場の冒頭で，栄だ霊廟の中で捕えら　　　娼婦といつた女｛生では決してなく，三E者の威厳を持つた

醜V轍こShakespea「eはCle°pat「aに自殺の決意を　妊であり，　A・t・ny　l尉する愛，齢糸榊なものであつ

述べさせていること（V・ii・4－8）から考えても明瞭であ　　　た。　Antonyの死後彼を追つて死のうとした決意は常に

るからである・　　　　　　　　　圃く，不動のものであつブ・。死をのばした理由はただ子供
　Cleopatraは霊廟の中で捕えられた時，短剣で死のう　　　にエジプトの王位を継ぐことをCaesarに認めさせるこ

とするが遮られてそれを果たすことができない。そこで　　　とと王者しての一般的な義務だけであつた。ところが

犬からすらも病いの苦しみを取り虫る死をも，Antony　　Caesarは，女王を捕えてPt・・一　一？に連行して自らの凱旋

や国ばかりでなく，醗からasい取るのかと歎き・P・。・　を飾ろうとする全くの私利的姻的のために，部下｛諭

culeiusの慰める雷葉にも耳をかさず，　Where　art　thou・　　じてCleopatraを霊廟のうちで捕えてしまつた。　Cae．

death　？／Come　hither・come；come・corne・and　take　a．　　sarはさきに女王から会見を要求されており，また女王

queen／Worth　many　babes　and　beggars　1（V・ii・46　　に臨殺をされてその計画が水泡に帰するといつたような

一48）と悲痛な叫びを発する。そして絶食をし，水を断　　　ことのない様にするために，自から霊覇に来て女王と会

ち，眠りをやめて死のう，いかなる恥辱とすべき死を遂　　　見するのである。そこで女王は子供に対する要請をCae一

げてもエジプトで死ぬ方が，生きてPt　一マlcmo行される　　　sarに認めさせようとして偽つて，　Caesarに本心から

よりはましであるとその本心を叫ぶ（V・ii・49－62）。　　　屈服しているかの様に振舞う。ところがCaesarは自ら

Caesa「に“I　would　die”・（V・ii・70）と伝えろと　Pro・　　の目的を果すために甘雷をもつていかにも親切らしく装

culeiusに云う。CleopatraはCaesarと会見する直前　　　うが，“but　if　you　seek／To　lay　on　me　a　cruelty；by

Dolabellaに，“｝le’111ead　me　then　in　triumph”・と云　　taking／Antony，s　course　you　shall　bereave　yourself／

い，彼の“Madarn・he　will・1　know　it”（V・ii・　109・－110）　　Of　my　good　purposes，　and　put　your　children　l　To

という言葉によつて　Caesarが女王をローマに連れて　　　that　destruction　which　I’11　guard　them　from，／If

行こうとし．ているのを確かめている。　　　　　　　　thereon　you　rely”（V．　ii．127－132）と去つて，立ち去

　Caesarとの会見申にCleopatraは彼に提出した財宝　　　ろうとした。　Caesarはただ自分の利益のみを考えて，

目録に偽りのないことを保証させるためにSeleucusを　　　女王の子供に対する要請には一一一ueをも与えていないこと
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をCleopatraは知る。そこで女王はもはや自殺をのば　　　るQ　CIeoplatraは泣き需をCae＄arに畝べ，隠した財宝

して生きている必要のないことを知る。白殺をするには　　　は普通の婦人が珍屯するようなっまらない物であり，

予て用意しておいたAspsを霊廟の中に持ち込まさせ　　　LiviaやOctaviaにMiをとりなしてもらうためのぞオ’し

ねばならない。それには霊廟の警賊を弛めさせねばなら　　　らよりいくらか価値のあるものだと，金く前々からロー

ない。それには自らが死ぬのを恐れてローマに行くのを　　　マに行く覚悟をしていたかの様に巧みに芝居をやって⑳

覚悟しているかの如く見せかけてCaesarを安心させね　　　けたので，　Caesarはう富くCleopatraを欺くことが1．1．1、

ばならない。そこで立ち去ろうとするCaesarを止める　　　来，自らの閏ill勺通りにうまくいくものとi；呉儒して，　f．il］・lt

ためにCleopatraは財宝の回録をCaesarに手渡す，　　　として退場する。しかし実際はQleopatraの方カコすつ・

というのはそうするのは当時の敗戦国の瓢1、三の義務であ　　　かりCaesarを欺いてしまつたのでCaesarは“Great

り，習慣なのであるが，Caesarは私利私欲に敏い人1開で　　　Caesar　is　an　ass’unpolicied”（cf・V・ii・306－・307）と

あることをCleopatraは承知していたからでもある。　　　いうことになる。　この様にしてCleopatraはCaesar・

そして幾多の部下が襲切つてCaesarの側に楚つてしま　　　を油断させて讐戒の乎を弛めさせ，　IU禽者にaSpsを・

つた今日，以前から女ヨ三に対して恨みを持つていたSe・　　届けさせ，　自殺をとげたのである。　Octavius　Caesar
leUCUSを呼んでその目録の不、iEのないことを保証させ　　　は天下統一を剛・旨し，権勢を褥るために少しも動揺せ

ようとするならば，必ずや彼はCaesarに用いて貰うた　　　ず，あらゆるものをその倒i監1勺のために用いている人間：

めに正直で忠勤らしくその不：配を暴露するだろう。以」：：　　の姿を表現している一種の極と．見るならば，Cleopatra

の考えが賢明で真剣だつたCleopatraの心に咄嘩に閃　　　は愛情のために一・切を犠牲に捧げる一一一一種の別な極と考噛

いたのである。この閏録には「つまらない物は記入し　　　えられる。Antonyはこれらの両極に跨がり，絶えず喧

てはありません。」とCleopatraは前以つてCaesarに　　心の澱き所を変え，最後に愛の擁より浄化L斜して準

断言していることに吾々は濠意すべきである。iA：処で　　　死の仕界へとCleopatraと共に入つていたのであつ・

CleopatraはSeleucusを日乎び入れる。SeleucusはCleo一　　　て，　Shakespeareのこの劇1のSeleuαus　scene　を・

patraの予想した通りその目録は不正であると云う。　　　Cleopatraの「よろめきLlの場面とカ、　Ootavius　Cae・

Cleopatraは怒つた振りの芝贋を巧みに　Caesarに濾　　　sarを色付：樹けで寵絡しようとしで失敗：した場画と見倣

じてみせるQしかし言葉だけで，実際にはSeleucusに　　　すのは，ただこの場面ばかりではな，くs，ζの｝劉・金体をも

女王は手を触れていない。Caesarは化かされて｛中裁に入　　　誤解した解釈といわざる粒得ない。，


